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• 熱中症は、死に至る可能性のある非常に重篤な病態。

• しかし、個々人が予防・対処法を知り、実践することで、発症や重症
化を防ぐことが可能。

熱中症対策の重要性
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• 熱中症を予防するためには、各人の行動による対策だけでなく、環
境整備や周囲からの声かけ必要。

• したがって、個々人だけでなく、イベント主催者、施設管理者、企業、
学校等それぞれが熱中症の危険性を知ることが重要。

• 環境省含め、様々な省庁が熱中症対策の普及啓発資料を作成し、
発信している。

• これらのツールを利用し、積極的に周囲に注意を促していただきた
い。

• 一人一人が注意し、お互いに声をかけ合うことで、少しでも熱中症で
倒れる方を減らしたい。



注意喚起の徹底、予防・対処法の普及啓発の推進
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熱中症に関する政府の取組の概要

２．予防・対処法の普及啓発１．気象情報の提供、
注意喚起

３．発生状況等に係る情
報提供

４．調査
研究等
の推進
（環境省）気温の観測・予測情

報の提供、注意喚起
（気象庁）

暑さ指数の情報提供
（環境省）

学校現場における対策（文部科学省）

職場における対策（厚生労働省）

日常生活における対策（厚生労働省、環境省、気
象庁）

熱中症による救急搬送状況等
（消防庁）

学校管理下における熱中症の
発生状況等（文部科学省）

職場における熱中症による死
傷災害発生状況（厚生労働省）

熱中症による死亡者数（厚生労
働省）

農業現場における対策（農林水産省）

熱中症予防強化月間の設定（関係省庁連絡会議）

広報活動における対策（環境省）

シンポジウムの実施（環境省）

関連施策：ヒートアイランド対策（国土交通省）

外国人旅行者を対象とした対策（観光庁）
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暑さ指数とは
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環境省熱中症予防情報サイトでの情報提供（平成30年度夏季アクセス数：約3,000万件）

暑さ指数(WBGT)の情報提供 （４月下旬～１０月中旬）
熱中症の発生しやすさを示す暑さ指数(WBGT)の実況値・予測値を全国840地点について提供。
※NHKの気象情報やYahoo!の防災速報等で使用されている。
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環境省熱中症予防情報サイト： 「環境省 熱中症予防」と検索
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普及啓発資料 （環境省）
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熱中症に関する
一般知識

イベント主催者や
施設管理者等向
けのガイドライン

マニュアル・ガイドライン パンフレット等

一般的知識

高齢者向け

外国人向け

まちなかの
暑さ対策



普及啓発資料 （他省庁）

診療に関する
ガイドライン

厚生労働省
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消防庁 農林水産省
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各種イベント

3．熱中症予防強化月間

成田国際空港第1ターミナル
【日程】2019年7月の平日3日間
【主な対象者】 訪日外国人観光客、空港利用客

Ⅰ

熱中症予防強化月間の際に、環境省では熱中症の予防・対
処法について成田空港・天神駅（福岡）で集中的な普及啓発
を実施する。

1．エコライフフェアへの出店

エコライフフェア（６月１日～２日）への出店
・熱中症予防対策について来場者に知ってもらうためのブー
スを出店。
・パネルの掲示や、熱中症対策グッズの紹介・配布、子供向
けの塗り絵つきうちわの提供を行う。

2．熱中症対策シンポジウムの開催

熱中症対策シンポジウム（6
月2日～3日）
・自治体職員や一般向けに
開催。
・専門家を招き、熱中症の基
礎的な知識、イベントでの対
策、夏の快適な暮らし方等、
実際の熱中症対策に役立つ
情報を提供。

熱中症対策シンポジウム(2017年5月22日)

福岡(天神)駅ソラリアターミナルビル
【日程】2019年7月8日(月)、9日(火)の2日間
【主な対象者】 『博多祇園山笠』の観光客を中心とした

幅広い世代の方

Ⅱ
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（２）日傘の活用推進

日本百貨店協会（会員数：79社201店舗）、日本

洋傘振興協議会等と連携し、「日傘の活用推
進」を目指すとともに、熱中症対策の促進に向
けた呼びかけを実施。

（１）熱中症予防声かけプロジェクト

熱中症予防の声かけの輪を広げていこうとする官民連
携のプロジェクト。環境省も当初より実行委員会に参画。
「声をかける」というコミュニケーションの力で熱中症によ
る死亡者をゼロにすることを目指す。

2018年の賛同事業所・店舗数実績：7,218事業所・店舗

株式会社ドンキホーテ
ホールディングス

との連携による暑さ指
数を活用した暑熱回避
行動の呼びかけ

（社名はH30年7月当時
のもの）

日・英・中・韓の４カ国語
で熱中症への注意を促
す動画をYoutubeに

掲載

民間企業等との連携
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高遮熱性素材を
用いた日傘 日傘普及啓発用POP
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１．普及啓発・情報提供

2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた熱中症対策

・環境省がこれまで作成してきた熱中症や暑さ対策に関する情報を、関係省庁やオリパラ組織委
員会、自治体等に提供し活用いただいている。
・2020年に向けて、訪日外国人に対する普及啓発を強化していく予定。

12

①②③
④ ⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

①新国立競技場周辺
②皇居外苑周辺
③国技館周辺
④馬事公苑周辺
⑤有明・お台場地区周辺
⑥東京スタジアム周辺
⑦霞ヶ関カンツリー倶楽部周辺
⑧埼玉スタジアム2002周辺
⑨幕張メッセ周辺

⑭

⑩釣ヶ崎海岸サーフィン会場周辺
⑪江の島ヨットハーバー周辺
⑫横浜国際総合競技場周辺
⑬伊豆ベロドローム周辺
⑭福島あづま球場周辺
⑮大井ホッケー競技場周辺
⑯陸上自衛隊朝霞訓練場周辺
⑰富士スピードウェイ周辺

令和元年度 暑熱環境測定地点

２．暑熱環境測定

・2020年東京大会の主要競技会場周辺等を対象に暑熱
環境を調査。
・測定結果を暑さ対策のための基礎情報として関係機
関に提供。
・大会開催期間中には、全競技会場周辺の暑さ指数
（WBGT）等の熱中症予防情報を一般向けに発信。

⑯

⑰

⑮

現在の実測状況



・気候変動等による酷暑の日が増加し、熱中症対策は急務であり、地方公共団体さんや民間事業者さんでは創
意工夫で様々な取組が進められています。
・環境省では、このような創意工夫の取組を後押しすべく、取組内容の効果や内容の検討過程での課題を明ら
かにするための実証事業を公募します。本事業では、地方公共団体、民間企業、各種法人等の団体の皆様に
、優良事例の効果の検証や導入に係る課題等の分析を行っていただき、その結果を「熱中症予防対策ガイダン
ス」策定に向けとりまとめることを目指しています。

・ 平時及び緊急時の情報提供の工夫（媒体、対象、機会等を工夫）
・ 熱中症のリスクが高い集団を対象とした取組
（例）乳幼児・学童・生徒、高齢者、障がい者・難病者・生活保護受給世

帯等）
・ 官民連携による取組
・ 地域住民との協働
（例） 「熱中症アンバサダー」への指名等、問題意識の高い住民と協働

・ 既存ルールの見直し／柔軟な運用
（例）暑さ指数や気温に応じたフレキシブルな出社時間

・ 施設等の整備
・ イベント開催時における取組
（例）夏まつり、式典、スポーツイベント（水泳大会・野球大会等）、高齢者

向けイベント（健康ウォーキング等）等での取組等
・ 災害時・被災地における取組
大規模な災害時の、住民、避難者、復旧作業従事者等への対応 等

令和元年度新規 熱中症予防対策ガイダンス策定のための実証事業（公募）

実証事業イメージ
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